




要約:(1)HTLV-I キャリア妊婦からの出生児における授乳法の選択のあり方について班と

しての見解をまとめた。主な内容は以下の通り。「妊婦に慎重な配慮の下でキャリアであ

ることを告知し、HTLV-I 母子感染およびその予防について十分説明する。より確実に感

染予防をするためには人工栄養や凍結母乳を、なんらかの事情で母乳を選択する場合には

短期授乳を勧めるのが望ましいが、後者の場合は根拠となるデータが必ずしも十分とは言

えぬので慎重に対処する必要がある。」(2)キャリア妊婦からの出生児における母乳授乳期

間と HTLV-I 感染の関連性については、鹿児島県における追跡調査では 1 歳以上の時点で

7 ヵ月未満母乳栄養児の感染率は 3.4%(2/58)、7 ヵ月以上母乳栄養児で 25.O%(3/12)、人

工栄養児で 5.8%(15/259)であり、母乳授乳期間の長短により危険率 5%で有意差を認めた。

長崎県における 1 歳 6 ヵ月以上追跡した調査では、6 ヵ月未満母乳栄養児の感染率は

8.3%(1/12)、6 ヵ月以上母乳栄養児で 24.1%(7/29)、人工栄養児で 3.O%(15/506)であり、

母乳授乳期間による感染率の差を認めなかった。データの蓄積がなお必要である。

(3)HTLV-I 母子感染予防保健指導マニュアルのあり方については、班員の分担執筆による

原稿を全員で検討し、全 10 章よりなるHTLV-1 母子感染予防保健指導マニュアルを完成さ

せた。


